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歯
と
口
腔
の
健
康

づ
く
り
推
進
条
例

府
内
初 

吹
田
市
が
制
定

具
体
策
実
施
に
期
待
高
ま
る

吹
田
市
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り

推
進
条
例
の
制
定
に
よ
せ
て

新
潟
大
学
医
歯
学
総
合
研
究
科　

福
祉
学
分
野　

大
内　

章
嗣

　

吹
田
市
の
９
月
議
会
で
成
立
し
た
「
歯
と
口
腔
の
健
康

づ
く
り
推
進
条
例
」。
大
阪
府
内
で
初
め
て
口
腔
保
健
に

関
す
る
条
例
が
制
定
さ
れ
、
歯
科
医
療
関
係
者
か
ら
注
目

が
集
ま
っ
て
い
る
。
条
例
化
の
意
義
や
今
後
の
計
画
に
つ

い
て
、
同
市
の
担
当
者
に
聞
い
た
。

　

吹
田
市
９
月
議
会
で
成
立
し
た
「
吹
田
市
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
推
進
条
例
」
に
つ

い
て
、
新
潟
大
学
・
大
内
章
嗣
教
授
に
寄
稿
し
て
も
ら
っ
た
。

　

同
市
の
条
例
は
、
歯
と
口

腔
の
健
康
づ
く
り
を
総
合
的

に
推
進
し
、
市
民
の
生
涯
に

わ
た
る
健
康
の
保
持
・
増
進

が
目
的
。
基
本
理
念
で
は
、

▽
歯
科
疾
患
を
早
期
に
発
見

し
、
治
療
を
促
進
▽
乳
児
期

か
ら
高
齢
期
ま
で
特
性
に
応

じ
て
効
果
的
に
推
進
▽
医
療

・
福
祉
・
労
働
衛
生
・
教
育

な
ど
の
関
連
施
策
と
連
携
―

―
を
掲
げ
、
市
と
歯
科
医
療

従
事
者
の
責
務
、
市
民
の
役

割
な
ど
を
定
め
て
い
る
。

市
の
姿
勢
明
確
化

市
の
姿
勢
明
確
化

　

保
健
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師

・
岸
敏
子
参
事
は
、
条
例
立

案
に
携
わ
っ
た
一
人
。
今
回

の
制
定
を
受
け
、「
歯
や
口

は
単
な
る
体
の
パ
ー
ツ
で
は

な
い
。
子
ど
も
の
健
全
な
成

長
や
生
活
の
質
の
向
上
、
健

康
寿
命
の
延
伸
な
ど
に
直
結

す
る
。
市
民
の
口
腔
内
の
健

康
を
守
り
、
増
進
さ
せ
る
と

い
う
市
の
姿
勢
を
明
確
に
す

る
こ
と
が
で
き
た
」
と
胸
を

張
る
。

　

条
例
化
の
き
っ
か
け
は
２

０
１
１
年
８
月
に
成
立
し
た

「
歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
に

関
す
る
法
律
」
だ
。
翌
年
に

は
厚
労
省
が
口
腔
の
健
康
の

保
持
・
増
進
へ
向
け
、
歯
科

疾
患
予
防
や
口
腔
機
能
の
維

持
・
向
上
な
ど
２
０
２
２
年

度
ま
で
に
達
成
す
べ
き
五
つ

の
目
標
を
設
定
。
同
市
で
も

対
応
を
協
議
し
、
一
丸
と
な

っ
て
推
進
で
き
る
よ
う
に
条

例
化
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

　

同
市
は
、
も
と
も
と
市
民

の
口
腔
保
健
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
き
た
自
治
体
だ
。

成
人
歯
科
健
診
は
30
歳
以
上

な
ら
無
料
で
毎
年
受
け
ら
れ

る
。
妊
婦
を
対
象
に
し
た
歯

科
健
診
に
加
え
、
訪
問
歯
科

健
診
も
府
内
で
い
ち
早
く
制

度
化
。
２
０
１
２
年
に
は
口

腔
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、
歯
科
保
健
指
導
に
力
を

入
れ
て
き
た
。

歯
周
病
対
策
急
務

歯
周
病
対
策
急
務

　

そ
れ
で
も
、
市
の
健
診
結

果
か
ら
進
行
し
た
歯
周
病
を

有
す
る
人
の
割
合
は
40
歳
で

５
割
に
上
り
、
糖
尿
病
の
有

も
感
じ
て
い
た
」
と
打
ち
明

け
る
。

　

今
年
の
３
月
議
会
で
条
例

化
に
向
け
た
予
算
が
承
認
さ

れ
る
と
、
６
月
か
ら
８
月
に

所
見
者
の
割
合
は
府
平
均
よ

り
高
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

保
健
セ
ン
タ
ー
の
歯
科
衛
生

士
・
北
野
順
子
主
査
は
「
歯

周
病
と
糖
尿
病
の
関
係
が
明

ら
か
に
な
る
な
か
で
、
歯
周

病
対
策
が

急
務
だ
っ

た
。
生
活

習
慣
の
改

善
を
視
野

に
入
れ
た

取
り
組
み

の
必
要
性

あ
る
と
言
え
ま
す
。
逆
に
言

う
と
、
市
区
町
村
の
条
例
は

「
実
際
の
事
業
・
施
策
に
使

い
倒
し
て
ナ
ン
ボ
」
の
も
の

で
あ
る
と
も
言
え
ま
す
。
そ

う
い
う
意
味
で
、
吹
田
市
条

例
の
最
後
に
あ
る
「
第
11
条 

こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必

要
な
事
項
は
、
市
長
が
定
め

る
。」
と
い
う
委
任
条
項
は

使
い
よ
う
に
よ
っ
て
非
常
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
く

れ
る
と
思
い
ま
す
。
吹
田
市

条
例
お
よ
び
同
条
項
を
ど
う

使
っ
て
い
く
か
、
行
政
関
係

者
、
住
民
と
歯
科
保
健
医
療

関
係
者
の
真
摯
な
議
論
が
継

続
的
に
行
わ
れ
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。

が
）。

　

母
子
保
健
法
や
健
康
増
進

法
の
規
定
を
み
る
ま
で
も
な

く
、
疾
病
予
防
・
健
康
増
進

は
人
々
の
最
も
身
近
な
関
心

事
で
あ
り
、
こ
の
確
保
・
推

進
に
最
も
大
き
な
責
務
を
負

う
の
は
基
礎
的
自
治
体
で
あ

る
市
区
町
村
を
お
い
て
他
に

あ
り
得
ま
せ
ん
。
加
え
て
、

本
年
６
月
の
第
４
次
地
方
分

権
一
括
法
の
成
立
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
、
地
方
自
治
体

の
権
限
と
自
律
性
の
強
化
は

今
後
も
継
続
し
て
い
く
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
意
味
で
、
市
区

町
村
に
お
け
る
条
例
は
、
よ

り
直
接
的
な
意
義
・
効
果
が

ま
す
（
基
本
的
事
項
を
検
討

す
る
専
門
部
会
ワ
ー
キ
ン
グ

で
は
「
目
標
値
は
47
都
道
府

県
、
少
な
く
と
も
検
討
中
を

含
め
た
45
都
道
府
県
と
す
べ

き
だ
」
と
主
張
し
た
の
で
す

進
財
団
Ｈ
Ｐ
の
都
道
府
県
歯

科
保
健
条
例
マ
ッ
プ
（
２
０

１
４
年
７
月
７
日
現
在
）
よ

り
）。

　

ち
な
み
に
２
０
１
２
年
７

月
に
示
さ
れ
た
基
本
的
事
項

略
し
ま
す
）
が
成
立
し
て
い

ま
す
。

　

法
の
制
定
後
も
地
方
自
治

体
に
お
け
る
条
例
制
定
は
続

い
て
お
り
、
都
道
府
県
で
条

例
を
持
っ
て
い
な
い
の
は
東

の
ご
尽
力
に
敬
意
を
表
す
る

と
と
も
に
、
今
回
の
条
例
制

定
を
契
機
に
、
吹
田
市
民
の

み
な
ら
ず
、
大
阪
府
民
の
生

涯
を
通
じ
た
口
腔
保
健
対
策

が
一
層
推
進
さ
れ
て
い
く
こ

と
を
心
か
ら
期
待
し
ま
す
。

　

２
０
０
８
年
７
月
に
新
潟

県
で
制
定
さ
れ
た
新
潟
県
歯

科
保
健
推
進
条
例
を
端
緒
と

し
て
、
地
方
自
治
体
に
お
け

る
口
腔
保
健
の
推
進
に
関
す

る
条
例
制
定
（
以
下
、
単
に

「
条
例
」
と
略
し
ま
す
）
の

動
き
が
全
国
に
広
が
り
、
こ

う
し
た
動
き
の
後
押
し
も
あ

　

２
０
１
４
年
９
月
26
日
、

吹
田
市
市
議
会
９
月
定
例
会

本
会
議
に
お
い
て
「
吹
田
市

歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
推

進
条
例
」
が
全
会
一
致
で
可

決
成
立
し
ま
し
た
。

　

大
阪
府
内
で
制
定
さ
れ
た

口
腔
保
健
推
進
条
例
の
第
１

号
と
い
う
こ
と
で
、
条
例
制

定
に
向
け
た
関
係
者
の
皆
様

か
け
て
３
回
に
わ
た
っ
て
条

例
検
討
会
議
を
開
い
た
。
会

議
に
は
、
保
健
所
長
や
歯
科

医
師
・
医
師
・
歯
科
衛
生
士

・
識
者
に
加
え
、
市
民
委
員

と
し
て
２
人
を
公
募
。
他
市

の
条
例
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
市
の
状
況
に
応
じ
た
施

策
を
協
議
し
た
。

財
政
措
置
を
明
記

財
政
措
置
を
明
記

　

条
例
の
基
本
的
施
策
で

は
、
学
齢
期
の
む
し
歯
予
防

や
障
害
者
・
高
齢
者
ら
へ
の

定
期
検
診
の
支
援
の
ほ
か
、

食
育
を
重
視
。
地
域
特
性
を

反
映
し
、
▽
成
人
期
に
お
け

る
歯
周
病
予
防
▽
生
活
習
慣

病
・
喫
煙
に
よ
る
健
康
づ
く

り
へ
の
悪
影
響
の
防
止
―
―

を
位
置
付
け
た
。
市
民
委
員

か
ら
、「
歯
や
口
腔
の
大
切

さ
が
隅
々
ま
で
伝
わ
っ
て
い

な
い
」
と
の
声
を
受
け
、
歯

科
保
健
に
つ
い
て
の
普
及
啓

発
を
明
記
。
事
業
化
す
る
上

で
財
源
の
確
保
が
不
可
欠
に

な
る
こ
と
か
ら
、「
必
要
な

財
政
上
の
措
置
を
講
ず
る
よ

う
努
め
る
」
と
の
一
文
も
盛

り
込
ん
だ
。

　

提
案
し
た
９
月
議
会
で

は
、
す
べ
て
の
会
派
か
ら
賛

同
を
得
て
成
立
し
た
。
施
策

の
具
体
化
は
こ
れ
か
ら
だ
。

同
市
で
は
「
食
育
推
進
計

画
」「
健
康
す
い
た
21
」
が
２

０
１
６
年
度
か
ら
改
定
さ
れ

る
。
条
例
内
容
を
次
期
計
画

に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
市

民
対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
取

り
組
む
予
定
に
し
て
い
る
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
の
大
川
雅

博
参
事
は
、「
条
例
は
市
の

法
律
。
口
腔
保
健
計
画
の
よ

う
な
短
期
の
施
策
だ
け
で
は

な
く
、
市
の
責
務
と
し
て
口

腔
保
健
の
推
進
を
掲
げ
た
こ

と
に
条
例
化
の
意
義
が
あ

る
。
歯
や
口
の
健
康
を
守
る

に
は
、
ま
ず
歯
科
保
健
の
啓

発
・
普
及
が
重
要
。
既
存
の

事
業
を
活
か
し
つ
つ
、
市
民

に
広
め
て
い
き
た
い
」
と
力

を
込
め
た
。

　

条
例
の
制
定
を
受
け
、
歯

科
保
健
施
策
へ
の
期
待
が
高

ま
っ
て
い
る
。
同
市
の
取
り

組
み
に
今
後
も
目
が
離
せ
な

い
。

　

吹
田
市
条
例
制
定
記
念
講

演
会
「
健
口
か
ら
健
康
寿
命

を
延
ば
す
〜
歯
と
口
腔
の
ケ

ア
で
生
活
習
慣
病
予
防
〜
」

　

11
月
25
日
（
火
）
午
後
２

時
〜
４
時
、
千
里
市
民
セ
ン

タ
ー
大
ホ
ー
ル
（
阪
急
南
千

里
駅
下
車
西
側
す
ぐ
）。
講

師
・
森
崎
市
治
郎
氏
（
大
阪

大
学
歯
学
部
教
授
、
条
例
検

討
会
議
委
員
長
）。
無
料
、

※
要
事
前
申
し
込
み
、
06
―

６
３
３
９
―
１
２
１
２
吹
田

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
。

７月７日時点で41道府県85市区町村が口腔保健条例を制定している
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▲
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▲
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▲
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▲
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▲

⑲兵庫
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▲

⑳岡山

▲

⑳岡山▲

⑰広島

▲

⑰広島

▲

38鳥取

▲

38鳥取▲

⑤島根

▲

⑤島根

▲

㉕山口
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㉕山口 ▲
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▲
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▲

⑬高知

▲

34福岡

▲

34福岡▲

⑨佐賀

▲

⑨佐賀▲

③長崎

▲

③長崎

▲

37大分

▲

37大分

▲

⑫熊本

▲

⑫熊本▲

⑱宮崎

▲

⑱宮崎
沖縄県沖縄県

鹿児島鹿児島

制定済み
41件
制定済み
41件

制定へ順調に
進行中 ３件
制定へ順調に
進行中 ３件

検討して
いない ２件
検討して
いない ２件 その他 １件その他 １件

8020財団資料を基に、大阪府との
懇談を踏まえて協会が作成。丸数
字は条例制定順

っ
て
、
２
０
１
１
年
８
月
に

は
、
国
に
お
い
て
も
歯
科
口

腔
保
健
の
推
進
に
関
す
る
法

律
（
以
下
、
単
に
「
法
」
と

京
都
、
大
阪
府
、
福
井
県
、

滋
賀
県
、
鹿
児
島
県
、
沖
縄

県
の
１
都
１
府
４
県
の
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。
市
区
町
村

の
条
例
も
68
市
２
区
13
町
２

村
で
計
85
の
条
例
が
制
定
さ

れ
て
い
ま
す
（
８
０
２
０
推

（
大
臣
告
示
）
の
な
か
で
設

定
し
た
「
歯
科
口
腔
保
健
の

推
進
に
関
す
る
条
例
を
制
定

し
て
い
る
都
道
府
県
を
36
以

上
に
増
加
す
る
」
と
い
う
目

標
は
、
告
示
後
わ
ず
か
１
年

余
で
達
成
し
て
し
ま
っ
て
い

歯
科
保
健
の
啓
発
・
普
及
が
期
待
さ
れ
る


